
 

 

 
 
 

 

 

 

株式会社日本政策投資銀行（以下「DBJ」という。）は、日本特殊陶業株式会社

（本社：愛知県名古屋市、代表取締役社長：尾堂真一、以下「日本特殊陶業」    

という。）に対し、「 DBJ 健康経営（ヘルスマネジメント）格付」         

（以下「DBJ健康格付」という。）に基づく融資を実施しました。 

 

「DBJ 健康格付」融資は、独自の評価システムにより、従業員への健康配慮  

の取り組みが優れた企業を評価・選定し、その評価に応じて融資条件を設定すると

いう、「健康経営格付」の専門手法を導入した世界で初めての融資メニューです。 

 

日本特殊陶業は、昭和11年に日本初のスパークプラグメーカーとして創立以降、

セラミックス開発技術をベースに、世界トップクラスのシェアを有する    

スパークプラグや排ガスセンサをはじめとしたニューセラミックス製品    

を手掛ける総合セラミックメーカです。健康増進をグループの持続的な発展成長

の実現に向けた重要課題の一つと見なし、平成 29年には「健康経営宣言」を策定

するなど、社員が働きやすい職場環境づくりにも積極的に取り組んでいます。 

 

今回の格付では、以下の点を高く評価しました。 

 

(1) 健康経営の推進にあたり、社内外に対し、その目的や日本特殊陶業の課題を 

踏まえた重点施策を明確に発信するとともに、各事業所における既存の態勢 

や取組をより一体的かつ機動的に展開することを目的に、専門組織を設置  

している点 

(2) 働き方や時間に対する意識改革を全社的に展開するとともに、新たに勤怠管理

と連動した PCの利用制御システムやインターバル制度を導入するなど、徹底

した従業員の労務管理を実践している点 

(3) 長期経営計画に掲げる「人“財”企業」の実現を目指し、ダイバーシティ経営  

への積極的かつ継続的な取組や、毎年実施する従業員意識調査の結果を活かし

た快適な職場環境づくりなど、幅広い施策を通じて全従業員が生き生きと活躍

できる企業風土の醸成に取り組んでいる点 

  

その結果、日本特殊陶業は「従業員の健康配慮への取り組みが特に優れている」

という最高ランクの格付を取得しました。 

 

DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～金融フロンティアの   

弛まぬ開拓を通じて、お客様及び社会の課題を解決し、日本と世界の持続的発展 

を実現します～」に基づき、健康経営に向けたお客様の取り組みを積極的に支援 

日本特殊陶業（株）に対し、 

「DBJ健康経営（ヘルスマネジメント）格付」に基づ

く融資を実施 
-最高ランクの格付を取得- 

平成 30年 12月 26日 

株式会社日本政策投資銀行 



してまいります。 

 
【お問い合わせ先】 

東海支店業務課 電話番号 ０５２－５８９－６８６２ 

 

 


